
　
森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
発
足
し

て
２
年
。
あ
き
る
野
市
の
身
近
で
豊

か
な
自
然
を
舞
台
に
、
山
に
登
っ
た

り
、
野
生
動
物
の
調
査
を
し
た
り
、

間
伐
を
体
験
し
た
り
と
、
森
の
学
び

や
森
づ
く
り
の
活
動
を
広
げ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
の
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

テ
ー
マ
は
「
よ
り
深
く
自
然
を
学
ぶ

活
動
」
で
す
。
森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

日
々
行
う
調
査
、
巡
視
、
整
備
活
動

を
通
し
て
将
来
の
「
芽
」
を
育
て
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
然
を
深

く
学
び
た
い
、
自
然
の
こ
と
を
１
年

間
通
し
て
研
究
し
た
い
な
ど
、
強
い

思
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し

ま
す
。

　
森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
あ
き

る
野
の
自
然
を
愛
す
る
将
来
の
森
林

レ
ン
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
活
動
で
す
。

▽
対
象
　
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

　
の
男
女
（
６
年
生
は
リ
ー
ダ
ー
と

　
し
て
活
動
で
き
る
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
経
験
者
）

▽
定
員
　
20
人
（
１
年
間
一
緒
に
活

　
動
で
き
る
こ
と
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
し
、

　
４
月
末
日
ま
で
に
結
果
を
通
知

▽
日
時
　
基
本
的
に
年
８
回
﹇
５
月
、

　
６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
、
１

　
月
、
２
月
、
３
月
の
第
２
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
、

　
季
節
に
よ
り
変
更
あ
り
）
﹈

※
初
回
の
５
月
は
第
３
日
曜
日

▽
活
動
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然

　
体
験
学
校
と
市
内
の
森
（
現
地
集

　
合
・
解
散
）

▽
費
用
　
４
千
円
（
１
年
間
の
活
動

　
実
費
、
保
険
代
を
含
む
）

▽
応
募
方
法
　
４
月
18
日

（木）
（
消
印

　
有
効
）
ま
で
に
、
専
用
の
応
募
用

　
紙
に
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ

　
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
学
校
か
ら
配
布
し

　
て
い
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け

　
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環

　
境
の
森
推
進
係
（
〒
１
９
０
―
０

　
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎
５

　
５
８
・
１
１
１
１
）

　
市
で
は
、
郷
土
の
恵
み
の
森
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
と
協
働

し
て
町
内
会
・
自
治
会
が
実
施
す
る

昔
道
・
尾
根
道
の
補
修
や
景
観
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
市

民
を
は
じ
め
企
業
や
団
体
の
皆
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
森
林

サ
ポ
ー
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
あ
き
る
野
を

設
置
し
、
地
域
の
森
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
協
働

の
森
づ
く
り
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
　
森
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

　
方
（
市
民
、
企
業
、
団
体
）
で
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
る

　
方
。
現
地
に
直
接
集
合
で
き
る
方

▽
実
施
日
　
土
曜
・
日
曜
日
を
基
本

　
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
随
時
実
施

　
（
半
日
ま
た
は
１
日
）

▽
場
所
　
市
内
の
森
林

▽
作
業
内
容
　
尾
根
道
、
昔
道
な
ど

　
の
草
刈
り
、
山
道
の
整
備
、
道
標

　
の
設
置
、
花
木
の
植
栽
な
ど

※
個
人
で
参
加
さ
れ
る
隊
員
は
、
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

※
都
合
の
良
い
日
に
参
加
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▽
応
募
方
法
　
随
時
受
け
付
け
し
て

　
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環

　
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
５
８
・
１

　
１
１
１
）

▽
日
時
　
４
月
５
日

（金）
〜
５
月
13
日

　
（月）
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
火

　
曜
・
水
曜
日
、
祝
日
は
休
館
、

　
４
月
７
日

（日）
は
午
後
５
時
ま
で
開

　
館
）

※
５
月
３
日

（金）
〜
６
日

（月）
は
臨
時
開

　
館
と
な
り
ま
す
。

▽
場
所
　
二
宮
考
古
館

▽
内
容
　
市
内
の
石
造
物
を
写
真
や

　
解
説
を
交
え
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
二
宮
考
古
館
（
☎
５
５

　
９
・
８
４
０
０
）

　
習
得
し
た
知
識
・
技
術
を
多
く
の

方
に
伝
え
る
市
民
解
説
員
（
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
養
成
講
座
と
し
て

市
民
カ
レ
ッ
ジ
人
材
養
成
「
入
門
講

座
」
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程
な
ど
　
表
の
と
お
り

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▽
定
員
　
各
15
人
（
抽
選
）

▽
対
象
　
あ
き
る
野
市
の
歴
史
や
文

　
化
に
興
味
の
あ
る
市
民
の
方

▽
費
用
　
１
科
目
１
５
０
０
円

▽
そ
の
他
　
全
12
科
目
を
受
講
し
、

　
単
位
を
取
得
し
た
方
が
市
民
解
説

　
員
の
対
象
と
な
り
、
解
説
実
習
を

　
受
講
し
ま
す
（
既
に
単
位
を
取
得

　
し
た
科
目
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
）
。

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
17
日

（水）
（
必

　
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
、
郵
便

　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、
受
講
科
目
を
記
入
し
、
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
市
で
は
、
新
聞
折
込
で
配
布
し
て

い
る
「
広
報
あ
き
る
野
」
を
受
け
取

れ
な
い
世
帯
や
事
業
所
に
も
、
申
込

み
に
よ
り
、
広
報
紙
を
個
別
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
で
き
る
方
　
市
内
に
住
所

　
が
あ
り
、
広
報
紙
を
折
込
し
て
い

　
る
新
聞
（
読
売
、
朝
日
、
毎
日
、

　
産
経
、
日
経
、
東
京
の
各
紙
朝

　
刊
）
を
購
読
し
て
い
な
い
方
で
、

　
個
別
配
布
を
希
望
す
る
方
（
１
世

　
帯
当
た
り
１
件
の
申
込
み
に
限
り

　
ま
す
）

▽
配
布
の
対
象
と
な
る
も
の
　
広
報

　
あ
き
る
野
の
定
期
発
行
号
（
毎
月

　
１
日
と
15
日
に
発
行
）
と
臨
時
発

　
行
号

▽
配
布
開
始
時
期
と
配
布
方
法
　
毎

　
月
15
日
ま
で
の
申
込
受
付
分
を
翌

　
月
１
日
発
行
号
か
ら
、
発
行
日
当

　
日
に
受
託
事
業
者
が
配
布
し
ま
す

　
（
１
月
１
日
号
は
１
月
３
日
ま
で

　
に
配
布
）
。

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
広
報
あ
き
る
野
個

　
別
配
布
希
望
、
住
所
、
氏
名
（
事

　
業
所
名
）
、
電
話
番
号
を
、
は
が

　
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
長
公
室

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
３
５
０
、
直
通
５
５
８
・
１
２
６

　
９
、
　
５
５
８
・
１
１
１
３
）

　五日市郷土館では、耐震工事を完
了し、４月１日から「萩原タケ」の
コーナーを新たに設置して開館しま
した。ぜひご来館ください。

市
民
解
説
員
養
成
講
座

〜
豊
か
な
自
然
の
中
で

　
あ
き
る
野
の
森
づ
く
り

　
　
　
　
を
し
ま
せ
ん
か
〜

FAX

科　目
（1単位）

講　師

地
域
め
ぐ

り
Ⅰ

人
物
伝
Ⅰ

考
古
学
Ⅰ

中
世
史

伝
統
産
業

※ 内容・期日・時間は、変更になる場合があります。

坂上洋之氏

市民解説員

加藤哲氏

舘野孝氏

坂上洋之氏
溝口重郎氏

日　　時内　　容

５月27日、６月24
日、７月29日、８
月26日の月曜日
午後２時～４時

６月７日、７月12
日、８月９日、 ９
月６日の金曜日
午後２時～４時

８月24日、９月21
日、10月19日、11
月９日、12月14日
の土曜日
午後２時～４時

８月５日、９月２
日、10月７日、11
月11日の月曜日
午後２時～４時

５月29日、６月26
日、11月６日、12
月４日の水曜日
正午～午後４時

市内の優れた人
物の心豊かな生
き方と業績

考古学の始まり

あきる野の中世

市内に受け継が
れている産業・
歴史

市内の歴史・自
然などの地域理
解と解説方法
（現地学習）

　明治26年（1893年）、20歳の女性
が大きな夢と希望を胸に五日市の町
を旅立ちました。彼女の名前は、萩
原タケ。あきる野市が誇る郷土の偉
人です。今回、彼女についてご紹介
します。
　萩原タケは、明治６年（1873年）
２月７日、五日市の炭問屋の娘とし
て生まれました。５歳の時に勧能学
校に通い、優等賞をもらうほど優秀
でした。向学心旺盛な彼女は、弟た
ちの面倒をみながら、たくさんの本
を読んでいました。18歳の時に女性
誌の通信教育を受け、和歌や算術、
理化学などの全科を修了しました。
その後、自炊して産婆学校に通いま
したが、学費の負担のためか、途中
で断念して郷里に帰りました。この
つまづきが、後のタケの人生に大き
く影響したと思われます。この後、
彼女は迷うことなく日本赤十字社の
看護婦への道を進んでいきます。
　当時、日赤の看護婦生徒は給料を
もらいながら勉学に励むことができ
たことから、おそらく両親への負担
を避け、自分の力で望む道を進む決
心をしたのではないかと思われます。
　20歳で入学したタケは、その後、
日清戦争、北清事変、日露戦争にお
ける救護を経験しました。中でも北
清事変の時には、選りすぐりの看護
婦の中から病院船の看護婦長に抜擢
され、日本と中国を７往復して日本
人だけでなくフランス人などの外国
の傷病兵も搬送しました。また、明
治29年の三陸大津波の際には、約160
キロ㍍もの距離を徒歩で被災地に向
かい、その救護に活躍しました。
　その後、海外でさまざまな見聞を
広めていきますが、これがタケの人

生の大きな転換期となりました。明
治40年に公爵夫人の随員としてフラ
ンスに赴き、任務終了後にそのまま
パリにとどまり、フランス語の習得
にも励みました。明治42年にはロン
ドンで開かれた看護婦国際大会に日
赤看護婦団代表として出席し、諸外
国の要人との交流を深めていきました。
　帰国後は、日本赤十字病院看護監
督となり、その後28年間後進の指導
育成にあたりました。そして、大正
９年（1920年）には、これまでの日
赤での功績が高く評価され、赤十字
国際委員会から日本で最初のナイチ
ンゲール記章を授与されました。タ
ケが47歳の時のことでした。
　昭和11年（1936年）５月27日、日
赤病院内で他界しました。享年63歳
でした。日赤では、盛大な病院葬を
もって生前の功に報いました。

　20歳で自分
の人生を切り
開き、明治、
大正、昭和と
３時代を前向
きに生きた不
屈の女性、萩
原タケの生き
様は、あきる
野市民の大き
な 誇 り で あ
り、私たちに
大きな夢と希
望を与えてく
れます。

病
院
船
の
看
護
婦
長
の
こ
ろ
の
タ
ケ
（
27
歳
）

病
院
船
の
看
護
婦
長
の
こ
ろ
の
タ
ケ
（
27
歳
）


